
� ������

� � � � � � �
��

������

���	�
���
����

����������

���������
���
��

�����	
��
����

�
��
���
�����������

���������

� !"#������	���
� ��

��������	
��
��� ������� ����������







「いのち」の重さ

高学年の段階においては、生命の誕生から死に至るまでの過程を理解することがで
きるようになると思われる。こうした時期にこそ、児童にとってより実感・共感でき
る資料などに触れさせながら「いのちのおもさ 「いのちのとうとさ 「いのちのつ」 」
ながり」について考え、学ばせたいものである。また、この段階では、生命を尊重す
る心とともに力強く生き抜こうとする心や生命に対する畏敬の念を育みたい。
本資料は、実際に被爆を体験された方の話をもとにしている。今からおよそ６０年

前、戦時中でありながらも今の私たちと同じ長崎の風景に囲まれ幸せに暮らす家族の
姿があった。ところが、８月９日に投下された原子爆弾によって、家族を失ってしま
う。妹と主人公の大きな悲しみは決して癒えることはないものの、その中にもしだい
に生きる意志を見出していく。主人公は、現在、子や孫という「新しいいのち」に囲
まれて生活している。もし、生きることを断念していたら存在し得なかった「新しい
いのち」であり、この「新しいいのち」は今を生きる私たち教師や児童たちとも重な
る。本資料の主人公の生き方との出会いは児童に生きることそのものの価値を感じ取
らせることができるものと考える。
生命を尊重する心を育んでいく場合においても、児童が生活する地域に起きた出来

事、その地域だからこそできる素材を教材化していくことは、とても重要な要素であ
る。原爆被爆で家族を亡くした人々の思いや極限状況の中にありながらもたくましく
生き抜いてこられた長崎の人々の「生き方」との出会いは、自他の生命を尊重し力強
く生き抜こうとする心や生命に対する畏敬の念を育むための「長崎だからできる」貴
重な学習の場であると考える。

本資料は、実際に被爆を体験された方の実体験をもとにしている。授業前に、まず
教師自身が実体験をされた方の思いに直接触れた上で、本資料を活用されることが望
ましいと考える。
また、本資料は 「当時の生活の様子、家族の幸せな生活 「原爆後の様子、家族、 」

を亡くしたときの様子 「家族を亡くしながらも生きようとする決意 「現在の様子、」 」
子や孫に囲まれ『いのちのおもさ 『いのちのとうとさ 『いのちのありがたさ』を』 』
かみしめながら生活する様子」の４つで構成している。

長崎市内の学校であれば 「原爆資料館等の見学」などで原爆被爆の状況や家族を、
亡くした人たちが長崎にたくさんいたことなどについて学習しておく。
「原爆資料館等の見学」ができない場合は、家族の自分に対する思いに触れる取り

組み（家族からの手紙など）を行い、児童一人一人が自分の家族への思いを深めた後
に、本資料を用いることで資料への共感を高めるようにする。



家族を亡くすという極限状況に置かれながらも、そこからたくましく生き抜いてこ
られた生き方に出会うことによって 「いのちのおもさ 「いのちのとうとさ 「いの、 」 」
ちのありがたさ」について考え 「生きることそのものに価値がある」という自覚を、
図る。

過程 学 習 活 動 指導上の留意点

１ 原子爆弾や原爆被爆について １ 原爆資料館などの見学をふり返ること
学習したことをふり返る。 を通して、資料への方向づけを図る。

導 ※家族をテーマにした学習の中で本資
料を取り上げる場合は、前時までの活
動を簡単にふり返るようにする。

○原子爆弾や原爆被爆の学習で ・一発の原子爆弾で、一瞬のうちに
入 どんなことが印象に残ってい 約七万人が亡くなったこと

ますか。 ・大やけどをおった人の写真
・熱線で溶けたガラスや瓶

２ 資料「 いのち』の重さ」を ２ 教師の範読等によって「私」の場面ご『
読んで考える。 との様子を十分に捉えさせたい。

また、印象に残った点を中心に学級全
体で話し合っていくことを投げかける。

展 ○お母ちゃんやお姉ちゃんが亡 お母ちゃんやお姉ちゃんが亡くなった
くなったとき 「私」はどん ときの思いを考えることによって，家族、
な気持ちだったのでしょう。 を亡くした悲しさや生きることをむなし

く感じるなどの思いを共有させたい。
・悲しい
・これからどうしようか
・私も死にたい、生きていけない

○「私」は、長崎の様子を見つ 長崎に主人公と同じ状況の方が多くい
めながら、どんなことを考え たこと、長崎の復興の様子、お母ちゃん
たのでしょう。 やお姉ちゃんの思いを確認しながら主人

開 公の思いに共感させたい。
・みんなもがんばっているから
・お母ちゃんやお姉ちゃんの分まで
生きよう

◎今 「私」がかみしめている 「いのちのおもさ 「いのちのとうと、 」
」 」「 」 、「いのちのおもさ 「いのち さ いのちのありがたさ について



のとうとさ 「いのちのあり ノート等に書く活動を用いて、じっくり」
、 。がたさ」とはどんなことでし 思考させ 児童自身の言葉で語らせたい

ょうか？ ・あのとき生きることを選んだから
こそ子や孫との幸せな生活がある

展 ・いのちは自分一人のものではない

３ これまでの自分自身をふり返 ３ 家族や友達との関わりの中での最高に
る。 嬉しかったことに限定して問うと、児童
○「今まで生きてきた中で最高 はそれぞれの経験から様々な場面をあげ
に嬉しかった」と思ったとき てくるであろう。そこで 「なぜ、そう、
ってどんなときでしょう。 思ったのだろう 」と問い、教師と児童。

がたくさんの場面とその理由を出し合い
語り合うことで 「自分は多くの人に支、
えられている 「生きているからこそ味」
わえる喜びなのだ」という思いを深めさ
せるようにする。

開 ・逆上がりが初めてできたとき、
みんなが一緒に喜んでくれた

・友達が優しく声をかけてくれた
・病気の家族が元気になってうれ
しかった

４ 教師の説話を聞く。 ４ 毎年行われる平和祈念式典や大切に保
終 存されている原爆資料，語り継がれる被

爆体験などが、どのような意味をもって
末 いるのかを 「いのちのおもさ」に関連、

させて語る。

・主人公「私」への共感や友達の考えに触れることを通して 「いのち」についての自、
分の考えを深めることができたか。

・本資料の柱である「いのちのおもさ 「いのちのとうとさ 「いのちのありがたさ」」 」
について考えを深めることを通して「生きることそのものの価値」を深めることがで
きたか。

家族の死に直面した際に主人公が感じた「生きるか否か」ということへの共感は、
児童なりに葛藤する場面であろう。この場面について、平和祈念式典や被爆遺構を追
悼するとき込められる鎮魂と引き継がれていく命の重さに対する祈りを学ぶことも重
要である。

本資料「 いのち』の重さ」は、実際に原爆被爆を体験され、家族を亡くされた方『
の話をもとに作成した。







「おりづる」

児童は、日常の生活の中で植物や動物の死を経験したり、テレビ等を通して間接的

に人間の死を見聞きしたりしている。しかし、実際には家族や身近な人の死に直面す

る機会は少ないと思われる。そこで、この期に実際におじいちゃんの死に直面した主

人公の経験を通して、家族の一員としての関わり方や家族の心情等にふれさせ、共感

することにより、命のはかなさや命は自分だけのものではないということをとらえさ

せることは意義深いと考える。

本資料は、主人公（よう子）のおじいちゃんに対する思いやり、努力をしても病気

が改善しない苦しみ、避けようのない死に直面する悲しみ、死んでしまったおじいち

ゃんへの思い等、児童が日常の生活の中で経験することが少ないと思われる家族の死

について、できるだけ具体的な内容・場面で構成した。

指導にあたっては、場面ごとの主人公の心情に焦点をあてていく。特に病気のおじ

いちゃんへの思いと避けようのない死への苦悩、おじいちゃんの死に直面した悲しみ

への共感を深めさせたい。また、ふり返りの場面においては、これまでに本やテレビ

等で見聞きした人の死について心に残っていることを想起させる。このことにより本

時の学習で育む心情の自覚化をより確かなものにできると考える。

本資料は「死」を直接的にとらえた資料である。指導にあたっては、これまでの生

命等に関わる学習の経験や学級の実態に応じて、不用意に「死」に対する恐怖心等を

あおらないような配慮が必要である。終末の説話については、ゲストティーチャーに

校長や保護者、医師、看護士等の経験豊かな方にお話していただくことで、児童の心

情がより深まることが期待できる。

これまでに各自が経験した自分や身近な人のけが・病気・死にかかわることを事前

に把握し、本時の学習へ向けて意識をもたせておく。

おじいちゃんの病状が悪化したときの「元気になってほしい」と願うよう子の気持

ちやおじいちゃんの死に直面したときの悲しさに共感することを通して、命が自分だ

けのものではないことや命の有限性を感じ取り、自他の命を尊重する心情を深める。



過程 学 習 活 動 指導上の留意点

１ 「家族や親戚など、身近な人 １ 「児童生徒の『生と死』のイメージに
導 が死んだときの悲しみを感じた 関する意識調査」の集計結果「 ２）身（

ことがありますか」のグラフを 近な人が死んだときの悲しみ」のグラフ
見て話し合う。 を提示し、自分の考えや感想を出し合い

話し合わせる。
入 ○グラフを見て、どう思いまし ・６年生は２割以上の人が悲しみを

たか。 感じたことがないと答えている
・家族や身近な人の死に直面する機
会が少ないのかな

２ 資料「おりづる」を読んで考 ２ 時間の経過とともに悪化するおじいち
える。 ゃんの容態とよう子の気持ちに着目させ

ながら資料を読む。
○どんな思いでよう子は千羽鶴 よう子が家族の一員として、何とかお
をおり始めたのでしょうか。 じいちゃんに元気になって欲しいという

思いから自分にできることを考えた心情
をとらえさせる。

・おじいちゃんが早く元気なってく
展 れるように鶴を折ろう

・おじいちゃんががんばってるから
私もがんばって鶴を折ろう

○もうすぐ死んでしまうことを 避けようのないおじいちゃんの死を知
聞いたよう子はどんな思いを らされたよう子の心情をとらえさせる。
したのでしょうか。 ・おじいちゃんが死んでしまうなん

て信じられない。千羽鶴を完成さ
せて、どうしてもおじいちゃんに

開 元気になってもらいたい
・がんばって鶴を折っているのに、
どうしておじいちゃんは元気にな
らないの

◎どんな思いでお通夜の間じゅ おじいちゃんの死に直面したよう子の
う鶴をおり続けたのでしょう 心情に目を向けて十分に話し合いたい。
か。 さらに間に合わなかった鶴をおり続けよ

うするよう子の心情に共感を深めたい。
・おじいちゃんに千羽鶴をあげると
決めていたから

・鶴を折って千羽鶴をあげることが
おじいちゃんにしてあげられる唯
一のことだから



○「千羽鶴はおじいちゃんのと おじいちゃんを大切に思うよう子の気
ころへ羽ばたいて行ったんだ 持ちはおじいちゃんも充分に分かってい
よ」というお父さんの言葉を たことを感じ取らせたい。
聞いて、よう子はどんなこと ・おじいちゃん喜んでくれてるかな
を思ったでしょうか。 ・おじいちゃんのためにがんばって

展 よかったな

３ これまでの自分をふり返る。 ３ 人の死に直面した経験はまだ少ないと
考えられる。人の死に出会った経験も含

○今までに、身近な人が亡くな め、テレビや本などで出会った深く印象
ったり、話で聞いたりした経 に残る人の死やその時の思いをふり返り
験がありますか。その時、ど 共有することで、本時のねらいに基づい
んなことを思いましたか。 た価値の自覚化をより確かなものにした

開 い。その際、残虐な事件等の話題になら
ないように、教師が例示したり方向づけ
をしたりする必要がある。

・自分のおばあちゃんが亡くなった
とき悲しかった。

・生き返ってほしいと思った
・自分もいつかは死ぬのかなと思
い、命を大切にして、一生懸命生
きていきたいと思った

４ 教師（ゲストティーチャー） ４ 教師やゲストティーチャーが経験した
終 の説話を聞く。 人の死についての話をする。

大切な家族を亡くすという悲しい経験
をもとに、より自他の命を大切にしてい
こうという心情を深めたり、命のつなが

末 りついて考えを深めたりするような説話
を行うことが有効である。

・主人公（よう子）の心情への共感を通して、生ある者は、やがて死するという命の
はかなさを受け止め、命の尊さと死という事実を感じ取ることができたか。

・身近な人の死について自分の考えを深めることにより、命を尊重しようとする心を
育むことができたか。

朝の読書の時間に「心のノート」 を読んだり、保護者と連携を図り、家庭でのp.64

話題に取り上げてもらい の「ふり返ってみようあのころ」を記入することで、P.65

さらに命を大切にしようとする心情が深まると考える。

本資料は、県内の児童が実際に経験したことである。原文は、児童の母親がわが子
の様子を担任あてに書いた文である。




